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………………………………………田杭　直哉他 2― 198
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………………………………………三浦　篤史他 2― 205

腎機能低下に応じた適正処方を目指した処方監査システムの

構築と評価…………………………朝居　祐貴他 3― 283

看護師および薬剤師の腎機能評価に関する意識調査と意識向

上にむけて…………………………森本　健幹他 3― 289

薬剤師による休日入院患者への初回面談および持参薬確認実

施が医薬品の安全使用に与える影響

……………………………………真志田絵美子他 3― 299

乳がんドキソルビシン/シクロホスファミド併用療法に対す

る遅発期制吐療法としてのデキサメタゾン適正投与量の評

価……………………………………安達　志乃他 3― 305

愛媛県における抗菌薬適正使用チームの設置状況と活動内容

に関する現状調査…………………是永　壮史他 3― 311

腎機能が保たれた患者に対する血漿交換療法によるバンコマ

イシンのクリアランスを検討した 1例

………………………………………藤村　一軌他 3― 317

化学療法によるB型肝炎発症予防対策ガイドライン遵守率向

上への薬剤師の貢献………………本橋　秀之他 3― 322

Emergency Room（ER）にて一時入院待機となった二次救急

患者に対する薬剤師の早期介入

………………………………………宮田　祐一他 3― 327

調剤薬の再交付防止を目的とした鑑査画像記録システムの構

築と評価……………………………立石　裕樹他 3― 333

パクリタキセルとエリスロマイシン併用により重篤な好中球

減少を来した胃がん患者の1例 …上代　大地他 3― 338

抗HIV薬の使用実態調査とポリファーマシーに関する検討

………………………………………横尾　卓也他 3― 343

薬剤性血小板減少性紫斑病の原因特定に医薬品リスク管理計

画書と市販直後調査が有用であった 1症例

………………………………………杉尾由希子他 4― 377

抗がん剤調製におけるdrug vial optimization導入と評価

………………………………………小野　尚志他 4― 384

ウェブアプリケーションを契機に発見されたアテゾリズマブ

単剤による自己免疫性脳炎の 1例

………………………………………桂　　英之他 4― 389

疑義照会等簡素化プロトコルの導入と薬局からの疑義照会等

を仲介・支援する病院薬剤師業務負担の軽減効果

………………………………………山口　純子他 4― 395

大学病院呼吸器一般病棟における症状緩和のための鎮静に関

する看護師の意識調査とその評価

………………………………………越川　一誠他 4― 402

薬剤師の薬学的介入により発見されたアマンタジン中毒の高

齢者の 2症例………………………山本麻里子他 4― 409

ペランパネルにおける院内使用基準の有用性に関する検討

………………………………………小町　和樹他 4― 414

メロペネムの適正使用におけるAUD/DOTおよびD/d2の有用

性……………………………………吉岡　祐貴他 5― 531

ベムラフェニブによるぶどう膜炎を生じた悪性黒色腫患者の
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1 症例………………………………檜山　洋子他 5― 537

医薬品適正使用サイクルにおける看護師の「内服薬配薬管理」

を支援するバーコード認証システムの開発とその有用性に

ついて………………………………内海　敦志他 5― 541

経口第三世代セファロスポリン系薬使用削減の取り組みと

SSI発生率，抗菌薬使用量，薬剤感受性率への効果

………………………………………鷲田依美里他 5― 547

抗菌化学療法研究会 “大阪抗菌薬倶楽部（大阪ABC）” による

抗菌薬適正使用の教育効果に関するアンケート調査研究

………………………………………山田　智之他 5― 553

Antimicrobial Stewardship Teamによる小児科外来経口抗菌

薬適正使用への取り組み効果……田中　和行他 5― 560

薬剤耐性対策アクションプランに関する薬剤師の意識・行動

調査　～病院薬剤師と保険薬局薬剤師の比較～

………………………………………加藤　　渓他 5― 568

バンコマイシン散投与患者において血清バンコマイシン濃度

の測定が有用であった 1症例……眞釼　彩子他 5― 574

薬剤師と医師による協働評価を基盤とした副作用・アレル

ギー情報の一元管理体制の構築と評価

………………………………………荒木　良介他 5― 578

ロスバスタチンと酸化マグネシウムの併用によるlow-density 
lipoprotein cholesterol（LDL-C）の変化
………………………………………高橋　　尊他 5― 585

2012-2018年における病棟薬剤師業務の質的変化　～リファ
ンピシン処方に対する介入を指標として～

………………………………………吉田　優子他 6― 643

ラムシルマブ投与患者における蛋白尿増悪に影響を与えるリ

スク因子の検討……………………袰岩　靖子他 6― 651

シスプラチンによる非乏尿性急性腎障害に対して透析療法を

必要とした 1症例…………………前田　章光他 6― 656

薬剤師の介入によりアシクロビル脳症の重篤化を防いだ 1症

例……………………………………福田　結彩他 6― 663

愛媛県におけるセファゾリンの供給低下に伴う対応に関する

現状調査……………………………稲見　　有他 6― 668

テジゾリドによる血小板減少症が疑われた大腿骨頸部骨折後

周囲膿瘍の 1例……………………安東　大智他 6― 674

インスリン療法指導における多職種間の認識度の違い

………………………………………氏川　郁穂他 6― 679

限られた人的資源における抗菌薬の適正使用に向けた取り組

みとその効果………………………出羽　祐基他 6― 686

ベンゾジアゼピン系睡眠薬の処方抑制に向けた院内採用削減

と代替薬への切り替えに関する実態調査

………………………………………下田賢一郎他 7― 759

薬学的介入により減薬できた患者の退院後における処方状況

調査…………………………………中村　豪志他 7― 767

多発性骨髄腫患者のバンコマイシン血中濃度トラフ値が偽高

値を示した 2症例…………………大石　泰也他 7― 772

リバスチグミン貼付剤による皮膚障害に対する検討　～新基

材と旧基材の比較～………………加藤　豊範他 7― 776

病院薬剤師によるリスクモニタリングツールとしての医薬品

リスク管理計画（risk management plan：RMP）の利活用

に関する取り組みとその評価

………………………………………鈴木　信也他 7― 784

3 系統以上の抗菌薬に耐性を示す緑膿菌サーベイランスにお

けるAntibiotic Heterogeneity Indexの有用性に関する検討

………………………………………東野　優花他 7― 791

難治性低血糖症に対しジアゾキシドが有効であった 1例

………………………………………森田みゆき他 7― 797

血液凝固因子製剤の在庫適正化に向けた取り組みによる薬剤

廃棄額の削減効果…………………岡田　直人他 7― 803

地域包括ケア病棟におけるSTOPP-Jを用いた薬剤師の処方提
案に関する調査報告………………相松　伸哉他 8― 886

子宮頸管短縮妊婦におけるリトドリンとプロゲステロン膣錠

の比較検討…………………………日野光記枝他 8― 894

亜鉛欠乏症に対する酢酸亜鉛の補充効果に影響を与える因子

の検討………………………………細野　真吾他 8― 901

大腸がんまたは頭頸部がん患者における抗EGFR抗体薬によ

る低マグネシウム血症の発現実態調査

………………………………………畑　智恵子他 8― 905

薬剤師の介入により治療継続できた重症筋無力症合併妊婦の

1例…………………………………松岡　順子他 8― 913

卵巣がん患者におけるカルボプラチン脱感作療法の使用実態

調査…………………………………柴田　直樹他 8― 918

看護師および理学療法士を対象とした睡眠薬による転倒・転

落事故リスクの理解度に関するアンケート調査

………………………………………今井　希瑛他 9― 986

尿路上皮がんに対するゲムシタビン＋シスプラチン併用療法

の相対用量強度減弱リスク因子の検討

………………………………………橋本　幸輝他 9― 993

認知症ケアチームにおける処方提案による薬剤師の治療参画

………………………………………森　　光輝他 9― 998

フルオロウラシル投与後のルートフラッシュに用いる補液の

種類・量に関する調査……………渡邊　裕之他 9― 1004

電子薬品保管管理システムの導入による手術部薬品管理業務

………………………………………小田　　峻他 9― 1008

精神疾患患者に対するオセルタミビルリン酸塩予防投与の安

全性についての検討………………亀井進太郎他 9― 1012

ダプトマイシン投与患者におけるクレアチンキナーゼ測定の

実施に関する実態調査と病棟薬剤師による測定推奨の取り

組み…………………………………赤松　隼人他 9― 1020
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院外処方せんの疑義照会簡易化プロトコルとして院内対応型

に薬局対応型を追加することの有効性評価

………………………………………原　　景子他 9― 1024

病院薬剤師による服薬情報報告書（トレーシングレポート）

の内容分析と保険薬局への意識調査

………………………………………伊藤聡一郎他 9― 1028

インフルエンザHAワクチン接種後に多形紅斑重症型を発症

した 1例……………………………杉原　弘記他 9― 1035

高齢者糖尿病の血糖コントロール状況と低血糖発現頻度に関

する検討……………………………大池　恵生他 10― 1125

外来がん薬物療法において薬剤師が医師の診察に同席する診

療体制の評価………………………安藤　友貴他 10― 1130

がん化学療法患者の制吐治療におけるオランザピンの使用実

態に関する調査……………………坂倉　智子他 10― 1137

病院薬局製剤の使用後成績調査に影響する要因の解析

………………………………………宮本　　仁他 10― 1143

転倒転落予防のための睡眠薬選択－不眠時指示にスボレキサ

ントを推奨した成果－……………佐々木史香他 10― 1151

抗インフルエンザ薬の適正使用指針（フォーミュラリ）導入

のアウトカム評価…………………片田　佳希他 10― 1155

メトトレキサート服薬患者の理解度向上のための患者教育体

制の構築とその評価………………雪矢　良輔他 10― 1161

シスプラチン連日投与レジメンにおけるマグネシウム投与の

有無による腎機能変動の実態調査

………………………………………橋詰　淳哉他 10― 1168

経皮的冠動脈形成術（PCI）を実施するRAS（レニン・アン

ジオテンシン）　阻害薬服用患者におけるヨード造影剤使

用後の腎機能変化…………………山本　恭平他 10― 1175

入院栄養管理において薬剤師に期待される業務の多職種アン

ケート調査…………………………濱野　裕章他 10― 1181

外来における急性気道感染症および急性下痢症に対する経口

抗菌薬の処方状況について　～MDV analyzerを用いた診

療データに基づく現状調査～……椙山聡一郎他 10― 1187

医師・薬剤師の協働によりニボルマブによる続発性副腎機能

不全の発見に至った 1症例………杉山　弘樹他 11― 1277

小腸亜全摘および結腸切除による腸管吸収不能患者に対する

院内製剤L-チロキシン注射液の点滴静注投与の 1症例
………………………………………小澤　知尋他 11― 1284

看護師が行う整形外科術後急性痛への鎮痛薬使用に影響する

因子　～疼痛管理への薬剤師の介入に向けた検討～

………………………………………森内　葉子他 11― 1288

メトホルミン塩酸塩とプロトンポンプ阻害薬併用が血糖管理

に及ぼす影響………………………石田　　翔他 11― 1294

心臓血管外科手術を受ける患者に対して母集団薬物動態モデ

ルを使用したバンコマイシン投与設計有用性の評価

………………………………………大石　泰也他 11― 1301

薬物療法における入院時から在宅までを見据えた患者服薬支

援体制の構築………………………谷保　智美他 11― 1306

術後感染予防抗菌薬の適正化が経口抗菌薬の使用量に与える

影響…………………………………松本　裕喜他 11― 1313

頻脈性心房細動を発症した敗血症患者におけるランジオロー

ル注射剤からビソプロロール貼付剤への切り替えに対する

安全性と有効性の評価……………里　加代子他 11― 1319

ボスチニブによる多形紅斑と肝機能障害に対し，ステロイド

併用下の再投与が有効であった再発性慢性骨髄性白血病の

1症例………………………………黒松　　誠他 11― 1324

予防投与量のST合剤でSIADHによる低Na血症が疑われた 1例

………………………………………米澤　　龍他 11― 1329

岐阜県におけるがん研修制度を利用した臨床研究マインドの

育成…………………………………宇佐美英績他 11― 1335

地域で統一したお薬手帳「會津お薬手帳」への切り替え前後

における患者意識調査……………木本　真司他 11― 1340

病院実務実習において学生のより高い学習効果を指向した医

薬品情報（DI）演習の試み～模擬「DIニュース」並びに「医

薬品安全性情報報告書」の作成，成果報告に向けた取り組

みの紹介～…………………………橋本　貴尚他 12― 1412

薬剤耐性対策を目的とした薬剤師の普及啓発・教育活動の評

価－保育園・幼稚園の保護者を対象としたアンケート調査

結果より－…………………………吉田　真也他 12― 1419

高齢者におけるシスプラチンの血液毒性と急性腎障害発現に

注目した安全性に関する後方視的検討

………………………………………髙田　　遼他 12― 1425

Listeria monocytogenesによる胆嚢炎の 1症例

………………………………………陳内　博之他 12― 1433

地方中規模一般病院における外来化学療法への薬剤師業務の

必要性と費用対効果に関する一考察

………………………………………隅田　美紀他 12― 1438

注射用抗がん薬使用状況調査に基づく医療費削減のための

drug vial optimization実施方法に関する検討

………………………………………照井　一史他 12― 1445

整形外科領域におけるセファゾリンとセフメタゾールの手術

部位感染予防効果の比較…………中島　　一他 12― 1452

エピルビシンを用いた肝動脈化学塞栓療法実施時における抗

がん剤曝露調査……………………前田　章光他 12― 1458

消化器外科領域における抗血栓薬の術後再開延期リスクに関

する後方視的解析…………………本岡　千佳他 12― 1464

回復期病院における認知症・せん妄・不眠対応チームへの薬

剤師参画の重要性…………………酒井　美理他 12― 1469
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話題のくすり

チサゲンレクルユーセル……………豊嶋　崇徳 1― 101

酢酸亜鉛水和物製剤　ノベルジンⓇ

………………………………………児玉　浩子 2― 223

ロモソズマブ…………………………宗圓　　聰 3― 349

パチシラン……………………………植田　光晴他 4― 421

デフィブロチドナトリウム…………藥師神公和 5― 589

エヌトレクチニブ……………………内藤　陽一 6― 692

イバブラジン…………………………筒井　裕之 8― 925

ロキサデュスタット…………………菅原　真衣他 9― 1041

リスデキサンフェタミンメシル酸塩

………………………………………飯田　順三 10― 1195

経口セマグルチド……………………菊池　貴子 11― 1347

トレラグリプチンコハク酸塩錠……廣重　俊典他 12― 1475

日病薬だより

2019年度第 3回理事会議事録…………………… 1― 12

2019年度第 4回理事会開催……………………… 1― 13

第 2 回日本病院薬剤師会Future Pharmacist Forumを主催し

て⑴……………………………………………… 2― 129

第 2 回日本病院薬剤師会Future Pharmacist Forumを主催し

て(2) …………………………………………… 3― 258

2019年度第 4回理事会議事録…………………… 3― 264

2019年度第 5回理事会開催……………………… 3― 265

2019年度地方連絡協議会議事録………………… 4― 426

2019年度第 5回理事会議事録…………………… 4― 447

2019年度第 6回理事会開催……………………… 4― 448

令和 2年度事業計画……………………………… 6― 695

令和 2年度予算…………………………………… 6― 697

2019年度第 6回理事会議事録…………………… 8― 932

令和 2年度第 1回理事会開催…………………… 8― 933

令和 2年度第 1回理事会議事録………………… 9― 1046

令和 2年度第 2回理事会開催…………………… 9― 1047

令和元年度事業報告……………………………… 9― 1052

令和元年度決算報告……………………………… 9― 1064

令和 2年度第 2回理事会議事録………………… 12― 1479

令和 2年度第 3回理事会開催…………………… 12― 1480

部・委員会等報告／会務日誌／行事予定

　1―13，2―134，3―265，4―448，8―933，9―1047，

12―1480

活動報告

平成30年度プレアボイド報告の概要　医薬情報委員会プレア

ボイド報告評価小委員会…………後藤　伸之 4― 465

第 3 回日米がん専門・がん薬物療法認定薬剤師交流フォーラ

ム報告………………………………里見眞知子他 4― 471

令和元年度学術委員会学術小委員会報告

未承認医薬品等の使用に向けての医薬品安全管理体制の構築

と薬剤師の役割

…………………学術委員会学術第 1小委員会 10― 1199

薬剤師による向精神薬処方患者における症状評価の実態調査

…………………学術委員会学術第 2小委員会 10― 1207

地域包括ケアシステムの回復期における病院薬剤師と薬局薬

剤師との連携に関する調査研究

…………………学術委員会学術第 3小委員会 10― 1214

心不全患者の緩和ケアにおける薬の使われ方および薬学的管

理についての調査研究

…………………学術委員会学術第 4小委員会 10― 1216

入退院支援における薬学的介入と患者アウトカムに係る研究

…………………学術委員会学術第 5小委員会 10― 1218

受賞報告

第 8回江口記念がん優秀論文賞を受賞して

………………………………………橋本　浩伸 10― 1223

第 8 回江口記念がん優秀活動賞を受賞して

………………………………………河添　　仁 10― 1225

学会報告

第54回ASHPミッドイヤー臨床薬学会議に参加して

………………………………………吉川　　博 4― 478

研修報告

第41回日本病院薬剤師会実務研修会を主催して

………………………………………永田　将司 1― 97

第41回日本病院薬剤師会実務研修会を受講して

………………………………………石塚　和美 1― 99

令和元年度日本病院薬剤師会医薬品安全管理責任者等講習会

（福岡）を主催して ………………河瀬　留美 2― 213

令和元年度日本病院薬剤師会医薬品安全管理責任者等講習会

（福岡）を受講して ………………雛元　悦子 2― 215

令和元年度がん薬物療法認定薬剤師，がん専門薬剤師海外派

遣事業報告……… 岩本　義弘，金子　基子，

小林美奈子，中島　寿久，児玉　暁人 2― 217

第23回臨床研究・治験事務局セミナー 2019を主催して

………………………………………木俣美津夫 4― 480

第23回臨床研究・治験事務局セミナー 2019を受講して

………………………………………平松　裕之 4― 482

第30回放射性医薬品取り扱いガイドライン講習会を主催して

………………………………………中川　貴之 5― 592

第30回放射性医薬品取り扱いガイドライン講習会を受講して
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………………………………………鈴木　貴明 5― 594

令和元年度日本病院薬剤師会医療情報システム講習会を主催

して…………………………………高田　敦史 6― 701

令和元年度日本病院薬剤師会医療情報システム講習会を受講

して…………………………………谷口　浩朗 6― 703

プレアボイド広場

日常業務でよく遭遇する症状「下痢」に関連するプレアボイ

ド報告………………………………阿部　直樹 1― 37

プレアボイド報告される際の留意点と評価時のポイント

………………………………………熊倉　裕昌 7― 809

集中治療領域におけるプレアボイド報告「薬物治療効果の向

上」（様式 3）を考える …………稲毛　俊介 9― 1073

病院紹介

高度急性期病院の薬剤師業務を追求し医薬品の適正使用に貢

献する………社会福祉法人恩賜財団済生会熊本病院薬剤部

  田上　治美 1― 106

「薬剤部一同がやりがいをもち，共に成長できる」組織を目

指して

………公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院薬剤部

  尾上　雅英 2― 228

テクニカルアシスタントの業務とチーム医療の実践

……………………飯塚病院薬剤部　梅田　勇一 3― 354

外来化学療法への薬剤師の取り組み

…………………………国立がん研究センター東病院薬剤部

  松井　礼子 4― 484

個別化薬物治療の実践………秋田大学医学部附属病院薬剤部

  三浦　昌朋 5― 596

診療報酬改定をチャンスとして業務改善に取り組む

……………………………医療法人財団神戸海星病院薬剤部

  濱名　則子 6― 706

高い水準の知識と技術を培い患者一人一人の人格を尊重し高

度医療の提供を目指す

………独立行政法人国立病院機構長崎医療センター薬剤部

  橋本　雅司 7― 813

チーム医療における専門性を活かした薬剤師業務と臨床研究

活動…………大垣市民病院薬剤部　吉村　知哲 8― 946

適切な医療の提供のために ～限られた人員で臨む日々の病

院薬剤部業務～

……………………地域医療機能推進機構金沢病院薬剤部長

  西上　　潤 9― 1076

「入院・外来・在宅」すべての患者の薬物治療に関与できる

薬剤部を目指して

………………武蔵ヶ丘病院薬剤部　畑本　慶太 10― 1230

少人数体制でいかに調剤業務を効率化し，病棟活動へ繋げるか

 社会保険大牟田天領病院薬剤部　黒崎　一博 11― 1352

Discovery of pharmacist ability 見出そう薬剤師の能力を

～薬物療法の進展のために～

……日本赤十字社大阪赤十字病院　小林　政彦 12― 1496

お知らせ

令和 2年度病院診療所薬剤師研修会のお知らせ

　5―599，6―705，7―817，8―951，9―1079，10―1229，

11―1351，12―1500

医療ドラマ初　主役は病院薬剤師　石原さとみさん演じる　

葵みどりの「心の処方箋」に期待！………… 5― 600

医薬品リスク管理計画（RMP）の解説動画「今日からできる！ 

How to RMP」公開について ………………… 5― 602

令和 2年度日本病院薬剤師会賞・病院薬学賞並びに功労賞

…………………………………………………… 7― 748

令和 2年度学術奨励賞受賞者…………………… 7― 749

第 8 回江口記念がん優秀論文賞・活動賞受賞者 7― 749

令和 2年度日本病院薬剤師会賞・病院薬学賞… 8― 949

【告知板】掲載料について ……………………学術課／事業課

　1―100，2―146，3―263，6―730，7―815，8―900，

9―1023，11―1374，12―1468

1 日 1 回は日病薬のホームページを確認しよう

……………………………………………………広報・出版部

　1―98，2―227，5―591，6―730，7―808，9―1045，

10―1124，11―1388

JSHPメールニュースへ是非ご登録下さい!! ……広報・出版部

　1―26，3―288，4―446，5―623，6―719，7―811，

8―874，9―1078，10―1180，11―1377，12―1418

JSHP Mail News 登録無料配信中！ ……………広報・出版部

 11―1293，12―1432

施設紹介もっと活用してみませんか？…………広報・出版部

 11―1356，12―1463

日本病院薬剤師会雑誌「論文」投稿数・掲載数および採択率

（2008 ～ 2019年度） ………………編集委員会 6― 678

論文投稿のご案内……………………………………編集委員会

　3―310，4―401，5―573，6―691，7―766，8―912，

9―1040，10―1213，11―1385，12―1451

日病薬会員の会員番号照会について……………………総務課

　1―36，2―222，3―332，5―567，6―700，7―816，

8―893，9―1019，10―1226，11―1323，12―1457

新規入会・変更・退会の手続きについて………………総務課

　1―39，2―134，3―353，4―489，5―536，7―754，

8―881，9―1034，12―1444

日病薬「薬剤師賠償責任保険」の加入者情報確認についての
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お願い……………………………………………………経理課

　3―352，5―552，6―733，8―958，9―1045，10―1224，

12―1516

日病薬「薬剤師賠償責任保険」加入のおすすめ………経理課

　7―818，9―1080

日病薬「薬剤師賠償責任保険」満期のお知らせ………経理課

　11―1346，12―1478

告知板

第 4回医療薬学教育セミナー『臨床研究成果を論文にするた

めに』 …………………………………………… 3― 277

一般社団法人日本医療薬学会第77回医療薬学公開シンポジウ

ム……………………………………………4―487，12―1501

一般社団法人日本医療薬学会第78回医療薬学公開シンポジウ

ム……………………………………………………… 8― 952

一般社団法人日本医療薬学会第79回医療薬学公開シンポジウ

ム………………………………………… 9―1081，11―1354

学会・研究会・研修会等案内

主催・共催等／ブロック学術大会／関連学会ほか

　1―25，2―135，3―275，4―488，5―603，6―708，

7―816，8―953，9―1082，10―1232，11―1355，

12―1502

ブロックのページ

第59回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会中国四

国支部学術大会……………………………………… 6― 709

第42回日本病院薬剤師会近畿学術大会……………… 8― 954

第42回日本病院薬剤師会近畿学術大会……………… 12― 1503

各病薬だより

富山県病院薬剤師会令和 2年第71回通常総会（書面開催）

…………………………………………………… 8― 955

FIPニュースレター

第80回国際薬剤師・薬学連合国際会議

……………………………………国際交流委員会 3― 278

新刊紹介

設問式 疾患別薬学管理の基礎知識 1

………………………………………石井伊都子 2― 136

症例から考える代表的な 8疾患　第 2版　－解答・解説付－

………………………………………小林　政彦 2― 197

輸液・栄養療法 もち歩きBOOK ……真壁　秀樹 2― 230

機能・活動・参加とQOLを高めるリハビリテーション薬剤

………………………………………賀勢　泰子 3― 297

月刊薬事2020年1月臨時増刊号　ここがキモ！ いまはこうす

る　肝疾患vs.薬物療法　肝機能評価＆薬物性肝障害マネ

ジメントに強くなる………………三浦　昌朋 4― 486

これからはじめる 非がん患者の緩和ケア

………………………………………平井みどり 7― 821

対応の流れと治療のポイントがわかる　フローチャート抗が

ん薬副作用…………………………松井　礼子 8― 948

実践　小児薬用量ガイド　第 3版…石川　洋一 8― 961

小児疾患の薬物治療 ガイドライン総まとめ　標準治療をま

るごと解説！………………………石川　洋一 8― 964

薬物動態・薬物相互作用・薬物アレルギーからの最適化スペ

シャル・ポピュレーションの抗菌薬投与設計

………………………………………北原　隆志 10― 1167

【改訂モデル・コアカリキュラム対応】薬学生のための臨床

実習…………………………………井上　圭三 10― 1174

Do you know?

サイトカイン放出症候群……………大本　暢子 1― 52

FLT3 …………………………………安　　武夫 1― 65

先駆け審査指定制度…………………大本　暢子 2― 163

self-orienting millimeter-scale applicator（SOMA）
………………………………………宮田　優希 2― 190

Lp-X …………………………………森田　真也 3― 337

HIF-PH阻害薬 ………………………中村　裕義 3― 342

腫瘍溶解性ウイルス…………………武隈　　洋 4― 383

尿中バイオマーカー（NGAL） ……宮田　優希 4― 464

CLSI標準法 …………………………近藤　勝弘 5― 577

PADISとは ……………………………尾田　一貴 5― 588

FGF23関連低リン血症性くる病・骨軟化症

………………………………………室　　高広 6― 650

リキッドバイオプシー………………安　　武夫 6― 694

薬事トリアージ………………………近藤　勝弘 7― 829

がんゲノム医療………………………菅原　英輝 7― 835

看護師特定行為………………………土岐　浩介 8― 868

悪玉破骨細胞…………………………宮田　優希 8― 878

アドバンス・ケア・プランニング（ACP）

………………………………………菅原　英輝 9― 992

オーラルフレイル……………………嶋田　　努 9― 1003

CGRP …………………………………中村　裕義 10― 1194

周術期管理チーム認定制度…………山口　浩明 10― 1198

RNAポリメラーゼ阻害薬 ……………森田　真也 11― 1276

PTP1B阻害薬 …………………………中村　裕義 11― 1312

バイオセイム…………………………山口　浩明 12― 1408

腫瘍抑制遺伝子（cylindromatosis：CYLD）
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………………………………………尾田　一貴 12― 1424

医薬品・医療機器等安全性情報

No.368 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 1― 108

No.369 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 2― 231

No.370 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 4― 490

No.371 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 5― 605

No.372 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 6― 710

No.373 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 7― 839

No.374 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 9― 1083

No.375 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 10― 1233

No.376 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 11― 1357

No.377 ………………厚生労働省医薬・生活衛生局 12― 1504

後発医薬品品質情報

No.13

厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課 5― 618

No.14

厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課 11― 1363

新薬の紹介

ADHD治療薬（中枢神経刺激剤）リスデキサンフェタミンメ

シル酸塩（ビバンセⓇ）

……………塩野義製薬株式会社　三嶋　宏和 2― 220

長時間作用型ノイラミニダーゼ阻害剤　ラニナミビルオクタ

ン酸エステル水和物吸入剤（イナビルⓇ吸入懸濁用160 mg

セット） ……第一三共株式会社　赤坂　高明 5― 621

HCNチャネル遮断薬　イバブラジン塩酸塩（コラランⓇ錠）

…………小野薬品工業株式会社　倉田　裕介 5― 624

抗悪性腫瘍剤/FLT3阻害剤 キザルチニブ塩酸塩（ヴァンフリ

タⓇ錠 17.7 mg, 26.5 mg）

………………第一三共株式会社　山下　知也 5― 626

抗悪性腫瘍剤ヒト型抗EGFRモノクローナル抗体　ネシツム

マブ（遺伝子組換え）注射液（ポートラーザⓇ点滴静注液

800 mg） ……日本化薬株式会社　青野　雅子 6― 717

眼感染症治療薬　15員環マクロライド系抗生物質点眼剤　ア

ジスロマイシン水和物点眼液（アジマイシンⓇ点眼液1％）

………………千寿製薬株式会社　金子　恵美 6― 720

α2作動薬/β遮断薬配合剤　緑内障・高眼圧症治療剤　ブリ

モニジン酒石酸塩・チモロールマレイン酸塩配合点眼液（ア

イベータⓇ配合点眼液）

………………千寿製薬株式会社　下田　祥子他 6― 722

持効型溶解インスリンアナログ/ヒトGLP-1アナログ 配合注
射液　インスリン デグルデク/リラグルチド（ゾルトファ

イⓇ配合注フレックスタッチⓇ）

……… ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

髙野　智子 6― 724

COPD治療配合剤　グリコピロニウム臭化物/ホルモテロール

フマル酸塩水和物（ビベスピⓇ　エアロスフィアⓇ28吸入）

………アストラゼネカ株式会社　森脇　知子 6― 726

COPD治療配合剤　ブデソニド/グリコピロニウム臭化物/ホ

ルモテロールフマル酸塩水和物（ビレーズトリTMエアロス

フィアⓇ56吸入）

………アストラゼネカ株式会社　森脇　知子 6― 728

パーキンソン病治療薬　サフィナミドメシル酸塩（エクフィ

ナⓇ錠50 mg）

………………エーザイ株式会社　古戎　道典 6― 731

超速効型インスリンアナログ製剤　インスリン アスパルト

（フィアスプⓇ注）

……… ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

山本　唯子 6― 734

抗精神病剤　ブロナンセリン経皮吸収型製剤（ロナセンⓇ

テープ20 mg / 30 mg / 40 mg）

………大日本住友製薬株式会社　松浦　　敦 6― 736

抗悪性腫瘍剤/BCL-2阻害剤　ベネトクラクス（ベネクレク
スタⓇ錠10 mg，同錠50 mg，同錠100 mg）

………………アッヴィ合同会社　石原えりか 7― 819

持続型赤血球造血刺激因子製剤　ダルベポエチン　アルファ

（遺伝子組換え）［ダルベポエチン　アルファ後続 3］（ダ

ルベポエチン　アルファ BS注射液 5 µgシリンジ「MYL」，

同注射液10 µgシリンジ「MYL」，同注射液15 µgシリンジ

「MYL」，同注射液20 µgシリンジ「MYL」，同注射液30 µg

シリンジ「MYL」，同注射液40 µgシリンジ「MYL」，同注

射液60 µgシリンジ「MYL」，同注射液120 µgシリンジ

「MYL」，同注射液180 µgシリンジ「MYL」）

…………マイランEPD合同会社　丸山　貴史 7― 822

造血幹細胞移植前治療薬　注射用チオテパ（リサイオⓇ点滴

静注液100 mg　RETHIOⓇ I.V. Infusion）

………………………大日本住友製薬株式会社 7― 824

先天性血友病A治療薬　ツロクトコグ アルファ ペゴル（イ

スパロクトⓇ）

……… ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

出口　歩実 7― 827

抗悪性腫瘍剤　抗VEGFヒト化モノクローナル抗体　ベバシ

ズマブ（遺伝子組換え）［ベバシズマブ後続 1］製剤（ベ

バシズマブBS点滴静注100 mg「ファイザー」/同点滴静注

400 m「ファイザー」）

……………ファイザー株式会社　貫　　和昭 7― 830

抗CD20モノクローナル抗体　リツキシマブ（遺伝子組換え）

［リツキシマブ後続 2］製剤（リツキシマブBS点滴静注

1532



100 mg「ファイザー」/同点滴静注500 mg「ファイザー」）

……………ファイザー株式会社　貫　　和昭 7― 833

抗ウイルス化学療法剤　ダルナビル エタノール付加物/コビ

シスタット/エムトリシタビン/テノホビル アラフェナミ

ドフマル酸塩配合錠（シムツーザⓇ配合錠）

……ヤンセンファーマ株式会社　長谷川孝一 7― 836

痛風・高尿酸血症治療薬　ドチヌラド（ユリスⓇ錠）

………………株式会社富士薬品　枝廣　誠之 8― 956

全身麻酔剤　注射用レミマゾラムベシル酸塩（アネレムⓇ静

注用50 mg）

……ムンディファーマ株式会社　片岡　　治 8― 959

不眠症治療薬　レンボレキサント（デエビゴⓇ錠）

………………エーザイ株式会社　古戎　道典 8― 962

外用ヤヌスキナーゼ（JAK）阻害剤（アトピー性皮膚炎治療薬）

デルゴシチニブ軟膏（コレクチムⓇ軟膏0.5%）

………………鳥居薬品株式会社　金子　真也 8― 965

抗悪性腫瘍剤/抗HER2抗体トポイソメラーゼⅠ阻害剤複合体

トラスツズマブ デルクステカン（遺伝子組換え）（エンハー

ツⓇ点滴静注用100 mg）

………………第一三共株式会社　荒井　綾子 9― 1094

月経困難症治療剤　ジエノゲスト（ディナゲスト錠0.5 mg）

………………持田製薬株式会社　清水　　豊 9― 1096

ヤヌスキナーゼ（JAK）阻害剤　ウパダシチニブ水和物錠（リ

ンヴォックⓇ錠）

………………アッヴィ合同会社　杉本　義幸 10― 1240

抗精神病薬　ルラシドン塩酸塩（ラツーダⓇ錠 20 mg / 40 mg / 

60 mg / 80 mg）

………大日本住友製薬株式会社　中井　大地 10― 1244

前立腺がん治療剤　ダロルタミド錠（ニュベクオⓇ錠300 mg）

…………バイエル薬品株式会社　辰巳　圭太 11― 1368

抗糖尿病剤　持効型溶解インスリンアナログ製剤/GLP-1受
容体作動薬　インスリン グラルギン　（遺伝子組換え）/

リキシセナチド配合製剤（ソリクアⓇ配合注ソロスターⓇ）

………………サノフィ株式会社　民輪　雅美 11― 1370

抗糖尿病治療薬　インスリン リスプロ（遺伝子組換え）［イ

ンスリン リスプロ後続 1］注射液　インスリン リスプロ

BS注ソロスターⓇHU「サノフィ」　インスリン リスプロBS

注カートHU「サノフィ」　インスリン リスプロBS注100単

位/mL HU「サノフィ」

………………サノフィ株式会社　尾崎明日香 11― 1372

抗悪性腫瘍剤　ブルトン型チロシンキナーゼ阻害剤　チラブ

ルチニブ塩酸塩錠（ベレキシブルⓇ錠80 mg）

…………小野薬品工業株式会社　森下　　俊 11― 1375

α2作動薬／炭酸脱水酵素阻害薬配合剤　緑内障・高眼圧症

治療剤　ブリモニジン酒石酸塩・ブリンゾラミド配合懸濁

性点眼液（アイラミドⓇ配合懸濁性点眼液）

………………千寿製薬株式会社　國兼絵里子 11― 1378

抗悪性腫瘍剤（チロシンキナーゼ阻害薬）テポチニブ塩酸塩

水和物（テプミトコⓇ錠250 mg）

 メルクバイオファーマ株式会社　堀井　瑛介 11― 1380

超速効型インスリンアナログ製剤　インスリン リスプロ（遺

伝子組換え）注射液（ルムジェブⓇ注ミリオペンⓇ，ルムジェ

ブⓇ注ミリオペンⓇHD，ルムジェブⓇ注カート，ルムジェ

ブⓇ注100単位/mL）

 日本イーライリリー株式会社　居森　　真他 11― 1382

低血糖時救急治療剤　グルカゴン点鼻粉末（バクスミーⓇ点

鼻粉末剤 3 mg）

 日本イーライリリー株式会社　長井友紀子他 11― 1386

デュシェンヌ型筋ジストロフィー治療剤　ビルトラルセン

（ビルテプソⓇ点滴静注250 mg）

………………日本新薬株式会社　上田　明子 11― 1389

メラトニン受容体作動性入眠改善剤　メラトニン　（メラト

ベルⓇ顆粒小児用0.2％）

……ノーベルファーマ株式会社　金澤　昭彦 12― 1517

抗悪性腫瘍剤　イリノテカン塩酸塩水和物　リポソーム製剤

（オニバイドⓇ点滴静注43 mg）

………日本セルヴィエ株式会社　古屋　桃子 12― 1520

ヒト型抗FGF23モノクローナル抗体　ブロスマブ（遺伝子組

換え）製剤　クリースビータⓇ皮下注）

……………協和キリン株式会社　伊藤　　克 12― 1522

後記

2020年「日病薬誌」投稿論文審査協力者リスト 12― 1534

日本病院薬剤師会編集および監修の刊行物等のご案内

　1―115，4―503，6―739，10―1247

日病薬誌論文投稿規程

　1―116，2―244，4―504，6―740，7―848，8―968，

10―1248，11―1392，12―1536

編集後記/事務局業務担当

　1―120，2―248，3―356，4―508，5―628，6―744，

7―852，8―972，9―1100，10―1252，11―1396，

12―1540
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